
学校林における表層崩壊のリスク評価
宮城県仙台第三高等学校　地学１５班

１．背景と目的 
　 

５.　今後の展望
せん断応力以外の観点からもそれぞれ地点での表層崩壊の危険性を調査し、ハ
ザードマップをより精巧なものにしていきたい。また、この情報を下に近隣地域で
の安全性向上を目指したい。

３．実験工程・実験方法
 
 
    
 

４．結果・考察  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fig,7:A〜G地点と山頂のせん断応力と強度定数（横軸：採取地点、縦軸：せん断応力）  

前提
時習の森…仙台三高が保有している学校
林(人工林)
土壌表層崩壊…斜面表層(0.5~2.0m)が斜
面下方に向かって滑落する比較的規模の
小さな地すべりのこと。1)

粘土質の地層や土の中の水分による圧力
に耐えられなくなって引き起こされることが
多い。2)

背景
時習の森には要因が解明されていない
の表層崩壊跡がある。
時習の森には危険箇所が多い。
目的
地質・土壌分析によって表層崩壊発生の要
因と条件を解明し、表層崩壊発生の可能
性が高い地点を見つけ、時習の森の安全
性向上を目指す。

時習の森の露頭から柱
状図を作る。

地図に情報をプロットし
地質図を作る。

〈地質分析〉 〈土壌分析〉

Googleマップを用いて時
習の森を８つの地点と山
頂に分ける。

それぞれの区画で
２０ｃｍ程度土を掘り土
壌を採取する。3)

採取した土壌の粒子密
度を測定する。

各地点の土の強度(せ
ん断応力)を算出する。

危険地帯を見つけ、ハ
ザードマップを制作。

実験フロー

実験方法4),5)

土壌粒子密度…土壌を乾燥させ乾燥土壌25gに対し50mlの水を加え、10分煮
沸する。フラスコが冷えたら、100mlの標線まで水を加える。土壌と水の混濁
液の重さを計測する。

せん断応力…土壌粒子密度を平均して時習の森の土の総質量を求め、表層
崩壊発生地点におけるせん断応力を求め、それを土の強度定数として、それ
ぞれの地点のせん断応力と比べることで、崩壊の可能性が高いところを見つ
ける。

〈結果〉
柱状図・地質図

２．仮説 
①表層崩壊の地点に粘土層の地質が含まれ、表層崩壊を引き起こし
ている。 
②表層崩壊の地点は土壌粒子密度が大きく、水分含有量も多くなる
ことで、表層崩壊が起こりやすくなっている。 

fig,1:時習の森における表層崩壊の跡

fig,2:時習の森の区画分け図（赤枠は表
層崩壊地点）

fig,3:仙台三高裏門前における柱状図 fig,4:仙台三高第２グラウンド横における
柱状図

fig,5:柱状図をもとに制作した地質図
（赤枠は表層崩壊地点、赤点は柱状図記録地点）

fig,6:A〜G地点と山頂の土壌粒子密度（横軸：土壌採取地点、縦軸：密度）

土壌粒子密度、せん断応力

走向傾斜を読み取り同
じ地層が露出する地点
を調べる。

考察
土壌粒子密度において、地点ごとによる差はあったものの、土壌粒子密度から
推測される土の成分はすべて同じ有機質の土壌であったため、粒子密度による
優位性はないと考えられる。せん断応力においては、G地点が最も高く、

19.14kN/m²となっており雨水によって土が重くなり、負荷がかかった際に、十
分に崩壊の可能性があるといえるため、 G地点は危険地点であると考えら
れる。

ハザードマップ

fig,8:時習の森（ハザードマップ）

fig,3:仙台三高裏門前における柱状図
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